
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

児童期の経験 とDV の問題

一
茨城県 「家庭等に おける暴力」 実態調査の 分析

一

篠 原 清 夫 （常磐大学非常勤）

1 ．問題の 所在 　　　　　　　
”t

　 こ れ ま で 犯 罪 と して 認 識 され て こ なか っ た

子 どもや配偶者 へ の 暴力が、明確 に犯罪 とし

て規定 され る よ うになっ た 「児童虐待 の 防止

に関する法律」 が 2004 年 10 月 に、「配偶者

か らの 暴力 の 防止 及 び被害者 の 保護に 関す る

法律」 （DV 防止法）が 2004 年 12月に 改正 、

施行 され た 。 しか し 、 現在も家庭 内 の 暴力は

減少する こ とは なく、子 ども の虐待や ドメ ス

テ ィ ッ ク ・バ イオ レ ン ス （DV ） に関する報

道は連 日の よ うに続 い て い る 。

　 DV 被害者支援 を し て い る民間組織 の 相談

活動 によれ ば、DV と子 ども へ の 虐待が決 し

て 別 の 問題 で は な く、子 どもに長期にわ た る

影響 を与えて い る とい うこ とが報告されて い

る 。

　そ こ で本研 究は、茨城県内で 実施 された家

庭等 にお け る暴力 実態調査 を行 っ た結果を も

とに、児童期 の 経験 とDV との 関連を解 明す

る こ とを 目的とす る。

2 ．調査 対象 ・方法

対 　＃ ：　 茨城県 内在住 の 18 歳以上 の 男女

方 　法 ：　 自記式調査票 を用い た質問紙調査

　　　　 1450 部を DV 支援民 間組織 ウ ィ メ

　　　　 ン ズネ ッ ト 「らい ず」 の 会員 （代

　　　　 表 ； 三 富和代） らに よ る手 配布、

　　　　 知 り合 い へ の 郵送 、大 学、サ
ー

ク

　　　　 ル な ど の 協力 に よ り調 査を実施

厚 嬲 ： 2004 年 9 月 20 日〜10 月 20 日

嫐 1数 　ピ鰍 考琴丿：　　1086 名　　（74．9％）

3 ．回答者の基 本的属性

荏 励
’
：男性 31．2％ ・女性 64．4％（NA4 ．4）

年 齢 ： 19 歳 以下 7．4％ ・20 代 20．9％

　　 　 30代 15．4％ ・
　40 代 17．8％

　　 　　50 代 2L4 ％ ・60 代 以 上 14，4％

　　 　 （NAO ．4）

彖
’

携 ： 同居 して い る 「配偶 者 ・恋人 」 がい

　　 　　る は 61．0％ （662 人）、「子 ども」 が

　　 　 い るは 30．8％ （335人 ）

4 ．児童期 の 家庭内での 暴 力

（1 ）夫婦間 の 暴 力 の 目撃経験

　児童期に （18 歳未満）に父親か ら母親 に し

た行為で 目撃 した こ とが多か っ た の が、「馬鹿

に し た り、命令する 口調で もの を言 う」24．8％、
「平手 で 打 つ 」 16．2％、「げん こ つ で 殴 る、足

蹴 りをす る」 12．6％で あっ た。一方、母親か

ら父親 へ の 暴力で 多か っ た の が 、
「相手 が何 を

言 っ て も無視する 」 12．5％、「馬鹿 に した り、

命令す る 口 調 で もの を言 う」11．6％で あ っ た 。

母 親か らよ りも父親か らの 暴 力 ほ うが 多い が 、

母親か ら父親 に対す る暴力は精神的なもの が

多い とい う特徴が ある。

夫 婦 間 の 暴 力 （目撃 の 経 験 ）
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（2 ）親か らの虐待経験

　児童期 に行 われ た 父親か らの 暴力で 多か っ

た の が 、
「平手 で 打 つ 」 26．3％ 、

「げん こ つ で

殴 る、足蹴 りをする 」 23．1％、「無理 や りつ か

んだ り、
『
っ ね っ た り、こ づ い た りする 」 9．5％

であ っ た。母 親か らの 暴力 に関 して も、父親

と似 た傾 向を示 し、「平手 で 打 つ 」が最 も多 く

22．7％ 、 次 い で順 に 「げん こ つ で 殴 る、足蹴

りをす る」 1L5 ％、「ばか に した り、の の しっ

た り、『言 うこ とを聞か なければ見捨て る』な

どと言葉で脅す」8．5％とな っ て い るS 母 親 の

場合、言 葉に よ る暴力がやや多い とい うと こ

ろに特徴 があ る 。
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5 ．パー
トナ

ー
間の暴力

　 18 歳以上 になっ て 、パ ー
トナ

ー
か ら 「され

た こ とが あ る」行為につ い ては 、「した こ とが

ある 」 よ り男女 と も に経験率が 高い 傾 向に あ

っ た 。 自分 は暴力的行為 を して い る とは認識

して い ない が、されたほ うか らする と暴力的

行為だ と認識 して レ、る場合が 多い た め と考え

られ る。

　女性 が 、 配偶者や恋 人 か ら 「され た こ とが

ある」とする もの で 、多か っ た の は 、「馬鹿 に

した り、命令す る 口 調 で も の を言 う」28．3％、

「相手 が何 を言 っ て も無視す る、あた か も相

手が い ない よ うに振るま う」19．9％、「平手で

打つ 」 18．4％で あ っ た 。

配 偶者
・交 際相 手 か らされ た ことの 男女 比 較

●r　　　
．

1：
。 1：
　

1

：
　 o

”
　　
’三・．

　・』
　 　 、

＿ ＿ 一．：漏 碧 マ
．＿ ．

…

趨 爵郷雛
L

匡蠶

」

　
一

方、男性が 「されたこ とがある」 とする

の が多い の は 、「相手 が何を言 っ て も無視す

る」で 172 ％ 、
「平手 で打 つ 」が 9．3％、

「『・・

したら殺す』『自殺する』『離婚する』などと

言 っ て 脅す」 が 8．5％で ある 。

　暴力被害は、女性 の ほ うが全て の 項 目にお

い て 攻撃を受け る こ とが多か っ た 。 特に 「馬

鹿 にす る、命令 口 調」、「平手で打っ 」 「実家や

友人 との 付 き合 い 制 限 ・禁止 」「げん こ っ で殴

る、足蹴 り」「屈辱 的なこ とを無理 や りさせ る 1
「生活費を渡 さない 」 「殴 る、蹴 るなどの ひ ど

い 暴力 」 の 7 項 目で は男女に よ る統計的有意

差が見 られ 、 女性 の ほ うが有意に被害にあ っ

て い る こ とが 明らかに なっ た 。

6 ．子 どもの 頃の 体験 と DV

（1 ）児童虐待体験 と DV

　18歳未満 の 時 に親か らされた行為 、   「平

手 で打 つ 」、  「げん こ つ で殴る、足蹴 りする 」、

  「灰皿 な どケ ガ をする よ うな物 を投げつ け

る」 に つ い て は、パ ー トナ
ー

に し た こ との 経

験を聞く質問で も全 く同 じ内容 で 聞 い て い る

た め、こ の 3 項 目に着 目し相関係 数を求め た。

その 結果、相関係数は低い なが らも統計的有

意差 が認 め られ、親か ら受けた暴力経験は 学

習 され 、親に され た行為 を将来配 偶者や交際

相手 にす る傾 向に ある とい うこ とが わ か っ た。

特に物を投げる行為に っ い て は学習効果 が高

い
。

子 ど もの 頃の 虐待経 験 と DV 加 害の 相 関係 数
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（2 ）親の DV と本人の DV との関連

　児童期 に、親が配 偶者に した こ とが あ る の

を 目撃した こ とが ある行為と 、 回答者 が パ ー

トナーに し た こ とがあ る行為 にっ い て 、相 関

係数を求め た 。 そ の 結果、男性 の 場合 は、父

親 が母親に し て きた 暴力的行為 と同様の 行為

を、 自分 の 妻や 交際相手 に し て し ま うこ と

（「生 活費 を渡 さな い 」．354、「命令 口調 」 ．322、「平

手打 ち 」 28g ）、 同様 に女性 の 場合は 、 母 親が

父親 に し て きた 行為 と同様 の 行為 （「物を投げ

る 」 ，303 、「無 視」 ．285 、「命令 口 調 」 ．227、「げ ん こ

っ 1 ．227 ）を、自分 の夫や 交際相手 に し て し ま

う傾 向がある こ とが 明 らか にな っ た。

　子 どもの 頃に本人 が受けた暴力 的行為 と の

関連 よ りも相対的 に相関係数が高 く、本人 の

被暴力体験 よ りも親同士 の 行為 を モ デル と し

て 暴力的行為に至 る可能性 が ある と考えられ

る。これ らの 結果か ら、親 の暴力的行為は子

ど もが学習す る可能性が認 め られ 、DV 加害

の 連鎖が示 唆 され た。

附 　 記 ： 本 研 究 を行 うに あ た っ て、◎ ウ ィ メ ン ズ ネ

ッ ト 「らい ず」 の 代表 の 三 富和代 氏、常磐 大 学国際

被害者学研 究所 の 坂場由美子 氏 の ご協力 を い た だ い

た。こ の 調査 は 、「らい ず 」 に よ っ て 企 画 b実 施 され

た もの で あ る が 、分析 の 責任 は 全て 筆者に あ る。
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